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西部地区社協だより 
回覧 

 

第２８７号 ２０２３年２月号 

西部地区社会福祉協議会（西部福祉センター内） 

TEL７２－６６１６ FAＸ７２－６６１０ 

題字：安城西中学校 美術部 中村
なかむら

 理乃
り の

さん 

福釜町防災訓練 
～いざというときに自分で動けるように～ 

 
１２月１１日（日）に、福釜

町内会で防災訓練が実施され

ました。 

６番組、７番組の住民を主な

対象として、「緊急のときに他

人を待たずに自分で対応でき

るように」と災害時を想定した

体験型の訓練を行いました。 

消防署の職員や町内の住民

が講師となり、消火器訓練、ジ

ャッキの使い方、毛布を使った

搬送方法、心臓マッサージ、Ａ

ＥＤの使い方、三角巾を使った

応急手当の仕方を学びました。 

 みなさん積極的に参加され

ており、多くの人に実際に体験 

してもらうことで、町内全体の

防災力を高めることができま 

した。 毛布を使った搬送方法 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月４日（日）に、榎前町公民館で防災訓練が実施されました。 

 当日は、緊急連絡網を使った緊急集合訓練で安否確認をした後、自衛隊隊友会の方を

講師に「災害時の自宅トイレ活用法」を学びました。 

 過去の災害では、トイレ環境が整っていないが故 

に排泄を我慢したり、水分補給をためらったりする 

ことで体調を崩す人が続出したことから、自宅トイ 

レ活用の提案がありました。 

市指定のゴミ袋（３５ℓ）を便器に掛け、便座の 

上からも１回毎に袋を掛け、使用後凝固剤を入れる 

だけで、水が不要なトイレが完成します。参加者は、 

身近なものを活用できることに感心していました。 

災害時の自宅トイレの活用法を学ぶ～榎前町～ 

 

 １２月１１日（日）に、三河安城小学校で防災訓練が実施されました。 

 各々隣組での安否確認をした後、隣組長と組長 

を含め総勢 110名ほどが避難所である三河安城 

小学校に集合しました。その後、簡易トイレ設置 

訓練、車椅子操作・給水訓練、資機材取扱い・消 

火訓練の３班に分かれ、各ブースの担当者から説 

明を聞いたり、実際に体験したりしました。 

訓練の最後には、各組長から「繰り返しの訓練 

が大切」「いろんな訓練ができて良かった」といっ 

た感想が聞かれました。 

 

 12月 22日（木）に、高棚町公民館で生活支援ネットワーク会議を開催しました。 

 この会議は、高齢者が安心して暮らし続けられる仕組みを考えることを目的としてお

り、今回は、9月に高棚町の 80歳以上の人に 

行った生活上の「困りごとアンケート」の結果を 

もとに、町内の住民でできそうなちょっとした 

助け合いについての意見交換をしました。 

 話し合いの中で、「助け合うには、それまでの 

隣近所同士のおつきあいが大事、今までのおつ 

きあいがある人なら手伝いやすい」という意見が 

多く聞かれました。地域の活動の土台となるのは 

日頃の人間関係なのだと改めて実感しました。 

各種訓練で基礎知識を習得～箕輪町～ 

地域で安心して暮らし続けるために～高棚町～ 

～各町内の活動紹介～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


